
落雷・気象リスク情報提供サービス

雷対策には
予測も必要です

落雷・気象リスク情報提供サービスは、落雷・発雷の状況や予測が
画像で確認できるとともに、お客さまが設定した地点の雷の状況を
メールで通知するWebサービスです。

気象リスク分析に
有効

外出・在宅時でも
利用可能

落雷災害や障害の
予防

お役立てポイント BEST３

STEP1
［ホームページ］
東北電力

法人のお客さまへ

ビジネスソリューション

落雷・気象リスク
情報提供サービス

ご利用のお申込みは
こちら

必要情報を登録します。
利用規約に同意いただき，
「申し込む」をクリックします。

登録受付完了
（メールが送信されます）

登録手続き完了
（メールの送信があります）

メールに記載されたURLに
アクセス。
仮パスワードを本パスワード
に変更し，ご利用が可能に
なります。

［ホームページ］
新規登録受付

登録受付完了から10営業日以内に
手続き完了のメールを送信します。

STEP2 STEP3

掲載している情報は，2023年3月1日時点のものです。

お問い合わせ・ご利用お申込みはこちら →

法人のお客さまへのWebサイト

https://solution-next.tohoku-epco.co.jp/

トップ画面 落雷・気象リスク情報提供サービス画面

【ご利用までの手順】



台風の進路情報・詳細情報（※1）

台風の実況・進路予報，過去の類似台風経路を表示し，選択した予想時刻の台風情報を確認す
ることができます。

降水の強度・予測（※2）

降雨・降雪の状況を表示し，過去168時間まで遡ることができます。
降水強度を解析し，現在から6時間先まで表示することができます。

落雷・発雷情報

落雷位置情報（※1）

10分毎に60分前までの位置情報を6色の色分けして地図上に表示します。
落雷の監視エリア（注意・警戒の2段階）は、日本全国を対象とし、任意に設定できます。
落雷情報のメール通知サービスが設定できます。

雷の活動度（※2）

10分毎に60分先までの雷の活動度を4つの段階で地図上に表示します。

発雷予測（※3）

3時間毎に84時間先までの発雷確率を地図上に表示します。

雷以外の気象リスク

インターネット環境があれば、パソコン、タブレット、スマートフォンで雷などの気象情報をい
つでも確認することができます。
落雷のメール通知サービスも、それぞれのメールアドレスに設定できます。

［マップウィジット（地図情報窓）画面］
国土地理院の地図表示の下、仙台市青葉区本町を
監視エリアとし、落雷情報と予測，警報・注意報
および凡例をすべて重ねた場合の例示。

ご利用料金

項 目 料 金 備 考

標準料金（年額） 99,000円（税込） 通年型

複数契約割引（年額） 標準料金の20％割引 割引は2契約目以降に適用

シーズン型料金（月額） 9,900円（税込） ４カ月以上の継続利用が必要

・お支払いは，通年型が年額一括の先払い，シーズン型がご利用期間一括の先払いになります。
・通年型のご契約期間は1年（年度単位で4月～翌年3月）。契約停止のお申し出がない場合はご契約期間満了後も1年ごとに同一条件
で継続されるものとします。期中にご契約された場合、初年度のご契約期間はご契約月から次の3月までとし、初年度のお支払いは
月割相当額一括の先払いになります。ご契約期間は、本サービスの利用が可能となった日が属する月の翌月1日から起算します。

・シーズン型のご契約期間は、本サービスの利用が可能となった日が属する月の翌月1日から起算し，4カ月以上継続した期間の月末
日になります。

・複数契約割引は、同一のご利用登録者が、複数のご利用個所（監視対象地点）を設定してご利用する場合、2契約目以降に適用する
ものです。

※1．気象庁の雷監視システム（LIDEN）の観測データ。データは随時更新。
メール通知先は1アカウントで3メールアドレスまで設定可能。

※2．気象庁の雷ナウキャスト。データは10分毎に更新。
※3．気象庁の雷予測情報。データは1日に4回更新。

【落雷・発雷情報の画面イメージ】

外出・在宅時にも
利用可能

気象リスク分析に
有効

落雷災害や障害の
予防

気象リスク分析に
有効

※1．ウェザーニューズ，合同台風警報センター，気象庁の3機関の情報が
表示できます。

※2．気象庁の気象レーダー（データは5分毎の更新）および降水ナウキャ
スト・降水短時間予測（1時間先までは5分毎の更新）

【台風情報の画面イメージ】

落雷・発雷情報のサービスはこのような課題解決に有効です

製造業
データセンター
通信センター
レジャー施設
観光・宿泊施設
医療・福祉施設
農林漁業
冷凍・冷蔵倉庫
建設現場

※落雷・気象リスク情報提供サービスは、東北電力株式会社が株式会社ウェザーニューズに運営を委託し、法人のお客さまを
対象に、落雷および気象の情報を提供するものです。

※サービスご利用申込みにあたっては、落雷・気象リスク情報提供サービス利用規約に同意していただく必要があります。

［マップウィジット画面］
シンプルマップの地図表示の下，ウェ
ザーニューズの台風実況に，気象庁の
進路予測と複数の予報機関が発表して
いる台風進路情報を同時の表示して重
ねたもの。

情報の確認

ご登録費用は不要です

 瞬低対策において適時の雷情報は欠かせない。

 自家発単独運転に切り替えるタイミングを計りたい。

 生産調整などを判断する情報として活用したい。

 停電リスクにかかわる事前情報を多く収集したい。

 効率的に来場者の安全を確保したい。

 雷対策のソフト面を強化したい。

 テレワーク時に指示する判断材料に加えたい。

 こちらから見に行くのではなく、通知があるとありがたい。

 自分が不在でも、他の担当者に通知されると便利。


